
充足性 多様性 市民の力（消費者❌）

フードシステム

有機農業 地産地消・草の根の食と農ガバナンス



フードシェッド
食料供給圏

地産地消・地域食と農の管理

地域の食料自給率向上の可能性

生産/消費、カロリーベース
農作物のみ

日本全体＝0.41平均

現在38％



Kumkehr & Campbell 6/2015

“食糧供給可能な都市”



都市農業



8,000,000 空家



空き地の増加



• 代表的なオンライン調査

(12/2016, n = 1,000)

• 四つの大きく縮小する日本の都市: 札幌, 京都, 長野, 北九州

(Rupprecht 2017, Land)

都市を縮小するために何をすべきか

都市農業とコミュニティ農園
を増やす

余暇と遊びのために緑地を増やす

自然に返すべき

何があっても経済成長は
追求されるべきです

大きな家やアパートを作る



京都市・鴨川



京都市・コミュニティガーデン 京都市・屋根上



現在

持続可能なフードシステム持続不可能なフードシステム

介入ポイント

理想なビジョン

草の根の食と農ガバナンス

Civic Food Networks
食の市民ネットワーク



Civic Food Networks
食の市民ネットワーク

Food Policy Council (FPC)
フード・ポリシー・カウンシル

「食と農の未来会議」



秋津 2020



太田 2020

多様な
ステークホルダー

市民団体
行政

研究者
ビジネス・企業

農家
教育者
医者
など



太田 2020

多様な
ステークホルダー

市民団体
行政

研究者
ビジネス・企業

農家
教育者
医者
など

フード・ポリシー・カウンシル

「食と農の未来会議」

地域のリーダー、ステークホルダー、行政からな
る委員会で、フードシステムの問題を評価し、新

たな政策を通じて対処





FPCの設立動向：2000年代後半から急増

https://www.researchgate.net/publication/332798251_Food_Policy_Council_Report_2018

アメリカ・カナダ



トロントFPC設立の背景

• 人口流入などによる都市拡大と貧富の格差が進展

• 多様な民族コミュニティの形成

• 健康問題と食との関連性に公衆衛生部が関心を持っていた

• 多様なNGOにより、貧困問題やフードバンクなどの活動も行われ
ていた

• 市議会での議決を経てFPCの設立（1991年）



肥満問題

アクセスがない
「食の砂漠」

貧困問題

”Good food to promote health”

理想なビジョン

ensure access to healthy, affordable, sustainable and culturally acceptable food



市議会議員公衆衛生 コンソルタント 地域開発者 社会的正義論者 デザイナー 研究者 農家連合の代表

フードバンクの
代表

ボランティア組織 食育者 レストラン 活動家 企業家 ユース代表市議会議員



トロントFPCの政策やプログラムの数々

• 学校農園
• 健康な環境

• 健康なコミュニティー
• 健康な家族

• 慢性病・外傷予防
• コミュニティー食料資金

• エコ生活資金
• ローカル食料調達

• 屋上緑化条例
• ストリート・フード

• 飲食部門専門家を採用
• トロント・フード・ビジネス・インキュベート

• カナダＥＵ包括的経済貿易協定
• 食品ロス

• トロント食の憲章
• グレーター・ゴルデン・ホースシュー連盟

• トロント食戦略
• ヘルシーシティー・ヘルシー公共政策

• 学生栄養計画
• フード・ジャスティス・デー宣言

• コミュニティー・キッチン
• レクリエーション・センターで砂糖入りソフトドリンク

禁止（不決）
• 栄養豊かな食品詰め合わせバスケット

• 糖尿病予防戦略
• 子供当て食広告

• メニューにカロリー情報を示す
• 市民農園
• 都市農業

• 都市でも鶏を飼う



マーケット

コミュニティビルディング活動

コミュニティキッチン

THE STOP
フードバンク

都市農業



NAGANO農と食の会

OBUSE食と農の未来会議



NAGANO農と食の会

OBUSE食と農の未来会議



なぜ給食？

健康や学力に影響

食文化と栄養について学ぶ

公的な組織が食材を購入する

市民の声 地域経済に影響

公共調達

理想なビジョン



現在の学校給食の状況 ビジョンの発表





「30年後のあるべき学校給食」
ビジョン提案書

基本方針

地域住民の決定権を強化する

透明性を向上させる

無償化

地元産の食材

生徒および環境にとって安心安全

食品廃棄物ゼロ

女性の採用を可能な限り拡大



「30年後のあるべき学校給食」
ビジョン提案書

食と給食を通じた学校教育の再定義

「自耕」

学校の校庭に広い菜園を整備

魚の養殖用水槽

食肉用の動物の解体を生徒自ら経験

給食の調理過程に参加

加工品や食器作り

給食の時間に余裕を与え



「30年後のあるべき学校給食」
ビジョン提案書 給食の献立

食物アレルギー

ベジタリアン

マイクロバイオーム

野生鳥獣肉

海外の料理

お茶も提供



「30年後のあるべき学校給食」
ビジョン提案書 イノベーション（革新）

食堂（地域と交流）

地域住民は誰でも共に食事を取れる

学校がフードハブの役割

食堂はコミュニティキッチン

屋外で食べるも可能

シェフ監修の特別メニュー

メニューのレシピ



給食から転換した
2050年の小布施町



ビジョン

バックキャスティング

現在の状況

30年

15年

5年

未来

バックキャスティングすると
ビジョンへ行ける計画を立ち上

げられる

政策・ポリシー

教育、市民の参画

研究、ビジネス、技術





吉田百助 2020



• 有機農業・小規模農業をちゃんと支援する

• 有機農業を目指している新規就農者に

直接収入や農地を手に入りやすいように

• 有機農業研修プログラム

• 炭素クレジット市場に参加しやすいように

• 「長野県はエコ・有機・持続可能な県」ブランド

温暖化対策としての有機農業を支援するために、
長野県ができること

生産側



• 公共調達：有機と県内食品

• 学校、病院、デイセンターなどでの有機化の推進

• 都市農業とガーデニングを支援する

• 公共空間を "食べられる風景 “にする

• 堆肥、都市有機廃棄物サイクリング制度

• 誰でも食の生産に関わることができるように

温暖化対策としての有機農業を支援するために、
長野県ができること

消費側

日本農業新聞 10月14日2020年

https://www.agrinews.co.jp/p52132.html?fbclid=IwAR0sOGO8FJSDOgGI9jHdIT0WHS4xUi7EQsFdFGGfD8JQv2Zxr9l510X6yjI


• 縦割りの壁を壊す

• 県や地方の「食と農の未来会議」を立ち上げる

• 総合的食政策の提案を聞き、それに予算を提供す
るシステムを作る

• 有機農業の面積を日本一に目指す

温暖化対策としての有機農業を支援するために、
長野県ができること

ガバナンス側



feastproject.org

販売中！

http://feastproject.org

